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問 3 (2019年 5月 13日出題, 5月 17日 16:00 レポートBOXに提出,裏面利用可能)

(1) {xn}n∈N を実数列, a ∈ R とするとき、次の条件 (a), (b), (c) を論理式で表せ。

(a) {xn}n∈N は aに収束する。 (b) {xn}n∈N は aに収束しない。(否定記号 ¬を用いずに表すこと。)

(c) {xn}n∈N は有界な数列である。

(2) 実数列 {an}n∈N, {bn}n∈N, {cn}n∈N, が、n → ∞ のとき、それぞれ a, b, c ∈ R に収束するならば、
{an + 2bn − 3cn}n∈N は a+ 2b− 3c に収束することを (数列の収束の定義に基づいて) 証明せよ。


